
ら・び・か‘あ，→あ・か・び・ら＝そうです。ラビカは、「あかびら」の反対を読んだ名前なのです。 

わたし、ラビカは“赤平ふるさと絵本“から生まれた、「石炭の妖精」なのです。びっくりでしょ？ 

交流センター“みらい”に一歩足を踏み入れると、 ♪ラビカ～ラビカ・ラビカ～♪と私を呼ぶ唄が流れて

いるのを聞いたことありませんか？ 

わたしは子どもが大好きで、虹に乗ってずり山に遊びにくるのです。そんな私が、チョ～忙しくなったの

は４年前赤平ミュージカルにみんなの“絆の大切さ”を問いかける声のみに出演してからなんです。 

ここ公民館、ＮＰＯ赤平市民活動支援センターのみなさんが、わたしのタヌキのようなスタイルが可愛い

と、そして何よりＮＰＯの意義とわたしの心がふれあい、仲間に入れていただいたのです。 

私の顔がＮＰＯのマークとなり、ＮＰＯのマスコット 喫茶“ラビカ”として日々、 

ＮＰＯのみなさんの活動をながめているのです。喫茶ラビカでは市民みなさんの 

“ふれあいの場”とし、公民館活動を通じて“市民のアイデアの講座や事業展開”を 

橋渡しする、そんなボランティアに夢と希望を抱いている会員さんたちを、わたしは 

虹の向こうから心をこめて期待しているのです。 

 みんさん 何か話したくなったり 相談したくなったり 活動してみようと思った 

時は 公民館のＮＰＯのみんなとわたしを思い出してね。     【文:Ａ】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行  事  名 日 時・場 所 お問合せ先など 

中期公民館講座 

『アートなカメラ』作品展 

１１月１５日(月)～１９日(金) 

赤平市公民館ロビー 

中期公民館講座『アートなカメラ』
参加者の皆さんの作品展です。 
赤平市公民館 32－2077 

第５回大人のための 

市民コンサート“エルムの響き” 

１１月２０日(土) 午後６時～ 

交流センターみらい ４階 

第３回子どものための市民コン

サート“楽しい音のおもちゃ箱” 

１１月２１日(日) 午後１時～ 

交流センターみらい ４階 

赤平市公民館 32－2077 
主催：赤平市教育委員会 
所管：赤平市公民館 
協力：市民コンサート実行委員会

第２１回魅力ある生き方を 

        めざすつどい 

１１月２４日(水) 午後６時～ 

交流センターみらい ４階 

札幌交響楽団コンサートマス
ター菅野まゆみ氏の講演会。テ
ーマは「音楽を通して文化を広
めるために」 
共催：赤平市婦人団体連絡協議会
   赤平市教育委員会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 病院に行くまでではないけれども、お子さんの 

少し気になる症状や予防接種など、お気軽にご相 

談ください。すべてのことに直ぐにご返答できな 

い場合でも、後日お答えしたり、専門家をご紹介 

したり、場合によっては、お子さんの生活場面場 

面での対応をご一緒に考えることができればと思 

います。               【文：境野 環樹相談員】 

◇相談員(ボランティア)

小児科医師 

境野
さかいの

 環樹
た ま き

さん  
（市立赤平総合病院勤務）
＊この相談事業は、各相談
担当者の所属長の許可を
受けて、行っております。

 

～相談してネットへまずご連絡ください！！
境野相談員が電話を差し上げます。～ 

今月の“きらきらさん”は、もうお馴染の
石炭の妖精「ラビカ」です。この「ラビカ」
が、支援センターの愛称らびか‘あ，の由
来になったことをご存知ですか？ 


